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6月１１日（火）１４：００～１５：００第２回検数労連１９夏季一時金交渉


人員不足の中で働く従業員に報いるために要求に沿った一時金を強く要求する！























～第２回　１９夏季一時金交渉経過～





※次回交渉：６月１８日（火）１０時～　第３回　１９夏季一時金交渉　


両協会に対し、一時金有額回答に向けた考え方を求めて行きます。








たちでの業務の需要が増えている。


【全日検】


　従来の在来船業務からコンテナ業務へと変化してきたことによって、検数の需要が減少してきたことが考えられる。港のシステムが大きく変貌する中で、今後どのように対応していくのかが課題となる。


【組合主張】


　次回交渉では１９夏季一時金に対するより具体的な考え方の披歴を求めるとしたうえで、組合は次の主張を行いました。


　人員不足の中で働いている組合員の一時金に対する期待はものすごく大きいものとなっている。


　働き方改革による残業抑制や１０月には消費税の増税がある中で『一時金＝生活の補填であり賃金の後回し』という観点からも要求に沿った一時金を求める。


　全日検の職員Ａの住宅手当が本給化されたことにより月例本給の格差が生まれた。よって一時金については要求通りの回答方式を再度、強く求める。

















































































































　６月１１日（火）第２回検数労連１９夏季一時金交渉で


組合は両協会に対し、１９夏季一時金に関する基礎資料の提示と、両協会共に総会を終えていることから両協会を取り巻く経済状況等の披歴を求め、交渉を行いました。


【日検協会】


　全体的な収益に関しては計画からしても届いていない状況である。一方で、費用面に関していえば計画通りとなっている。次回交渉ではもう少し踏み込んだ形で報告できるが、主体業務となっている検数業務が年々減少傾向にある中で、その減少を緩やかにしているのが、自然災害に対する損保業務となっている。


しかしながら、損保業務は偶発的な業務であることから従来の業務に代わる何かを模索する必要があるが、現状では既存業務を守っている状況である。


【全日検】


全日検としても同様に既存業務の減少傾向に歯止め











































































































が掛かっていない中で、昨今の中古自動車に対する放射線業務の継続問題という不安材料がある。


現在、既存業務や検査業務の代わりとなる新規業務について、全地域で模索している。また、アメリカと中国の間で発生している貿易摩擦の影響が徐々に響いてきている状況にもある。


【組合主張】


　各種報道では輸出入の荷動きは良く、港湾産業も連動するかたちで良い方向に向かっていると聞き及んでいるが、両協会の収支状況はそれほど良くないとの発言がされている。


このことは両協会の営業努力が足りないからのか、それとも手間がかかる作業が増えているのか。何が原因となっているのかが分からないので教えてほしい。


【日検協会】


　検数業務が減少傾向にある中で、付帯サービスをしながら既存業務を確保している部分もある。また、各社人員不足の中で、それを補うか































































































　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 


